
(57)【要約】

透析機械（１）の回路（２）において血液中のヘモグロ

ビン濃度（ＨＧＢ）を測定する方法。この方法は、前記

回路（２）の特定の部分（５ａ）に沿って運ばれる血液

による電磁波の吸収（Ａ）の値を測定することと、前記

部分（５ａ）に沿った血液の血圧（Ｐ）、血液温度（Ｔ

）、および血流（Ｑｂ ）から成る群からの物理量の値を

測定することと、吸収（Ａ）および前記物理量の値の関

数としてヘモグロビン濃度（ＨＧＢ）を計算することと

、を備える。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
解 析 機 械 （ １ ） の 回 路 （ ２ ） に お い て 血 液 の ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 （ Ｈ Ｇ Ｂ ） を 測 定 す る 方 法
で あ っ て 、 該 方 法 は 、 前 記 回 路 （ ２ ） の １ つ の 部 分 （ ５ ａ ） に 沿 っ た 血 液 に よ る 電 磁 波 の
吸 収 （ Ａ ） の 値 を 測 定 す る こ と を 備 え 、 前 記 吸 収 （ Ａ ） の 値 は 前 記 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 （ Ｈ
Ｇ Ｂ ） の 値 と 相 関 し 、 前 記 方 法 は 、 前 記 部 分 （ ５ ａ ） に 沿 っ た 血 液 の 血 圧 （ Ｐ ） 、 血 液 温
度 （ Ｔ ） 、 お よ び 血 流 量 （ Ｑ ｂ ） を 含 む 群 か ら の 、 少 な く と も １ つ の 血 液 の 物 理 量 の 値 を
測 定 し 、 血 液 中 の 前 記 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 （ Ｈ Ｇ Ｂ ） の 値 は 、 前 記 吸 収 （ Ａ ） お よ び 前 記 物
理 量 の 値 の 関 数 と し て 計 算 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 （ Ｈ Ｇ Ｂ ） の 値 は 、 前 記 吸 収 （ Ａ ） の 値 お よ び 前 記 部 分 （ ５ ａ ） に
沿 っ て 測 定 さ れ た 前 記 血 圧 （ Ｐ ） の 値 の 関 数 と し て 計 算 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
１ に よ る 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 （ Ｈ Ｇ Ｂ ） の 値 は 、 前 記 吸 収 （ Ａ ） の 値 お よ び 前 記 部 分 （ ５ ａ ） に
沿 っ た 前 記 血 流 量 （ Ｑ ｂ ） の 値 の 関 数 と し て 計 算 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に よ
る 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 （ Ｈ Ｇ Ｂ ） の 値 は 、 前 記 吸 収 （ Ａ ） の 値 お よ び 前 記 部 分 （ ５ ａ ） に
沿 っ て 測 定 さ れ る 前 記 温 度 （ Ｔ ） の 値 の 関 数 と し て 計 算 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
１ に よ る 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 部 分 （ ５ ａ ） は 、 特 定 の 血 流 量 （ Ｑ ｂ ） を 与 え る 蠕 動 ポ ン プ （ ８ ） の 下 流 に 位 置 し 、
前 記 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 （ Ｈ Ｇ Ｂ ） の 値 は 、 前 記 吸 収 （ Ａ ） の 値 、 前 記 血 圧 （ Ｐ ） の 値 、 お
よ び 前 記 血 流 量 （ Ｑ ｂ ） の 値 の 関 数 と し て 計 算 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に よ る
方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 部 分 （ ５ ａ ） は 、 特 定 の 血 流 量 （ Ｑ ｂ ） を 与 え る 蠕 動 ポ ン プ （ ８ ） の 下 流 に 位 置 し 、
前 記 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 （ Ｈ Ｇ Ｂ ） の 値 は 、 前 記 吸 収 （ Ａ ） の 値 、 前 記 血 圧 （ Ｐ ） の 値 、 前
記 血 流 量 （ Ｑ ｂ ） の 値 、 お よ び 前 記 温 度 （ Ｔ ） の 値 の 関 数 と し て 計 算 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ に よ る 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 部 分 （ ５ ａ ） は 、 チ ュ ー ブ （ １ ５ ） の 部 分 （ ２ ０ ） を 含 み 、 前 記 電 磁 波 は 、 特 定 の 経
路 に 沿 っ て 前 記 部 分 （ ２ ０ ） を 通 過 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の う ち １ 項 に よ
る 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 経 路 は 前 記 部 分 （ ２ ０ ） の 内 径 （ Ｄ ｉ ） と 相 関 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７
に よ る 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 血 液 の 特 徴 （ Ｈ Ｇ Ｂ ） は 前 記 部 分 （ ２ ０ ） の 前 記 内 径 （ Ｄ ｉ ） の 関 数 と し て 計 算 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ に よ る 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 吸 収 （ Ａ ） は 前 記 部 分 （ ５ ａ ） に 位 置 す る セ ン サ （ １ １ ） に よ っ て 測 定 さ れ 、 特 定 の
送 信 強 度 （ Ｉ ０ ） で 電 磁 波 ビ ー ム を 送 信 す る 送 信 器 （ ２ ６ ） と 、 受 信 強 度 （ Ｉ Ｒ ） を 検 出
可 能 な 検 出 器 （ ２ ７ ） と を 備 え 、 前 記 吸 収 （ Ａ ） は 、 前 記 送 信 強 度 （ Ｉ ０ ） と 前 記 受 信 強
度 （ Ｉ Ｒ ） と の 差 に 等 し い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ な い し ９ の う ち １ 項 に よ る 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 受 信 強 度 （ Ｉ ） の 分 散 （ Ｖ Ａ Ｒ ） を 計 算 し 、 前 記 分 散 （ Ｖ Ａ Ｒ ） を 許 容 可 能 性 の 範 囲
と 比 較 し て 、 前 記 部 分 （ ５ ａ ） の 上 流 お よ び ／ ま た は 下 流 に お け る 遮 断 を 検 出 す る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ に よ る 方 法 。
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【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 分 散 （ Ｖ Ａ Ｒ ） の 値 が 前 記 許 容 可 能 性 の 範 囲 外 で あ る 場 合 に 誤 差 信 号 （ Ｅ ） を 送 信 す
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に よ る 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
透 析 機 械 の た め の 血 液 循 環 回 路 で あ っ て 、 好 ま し く は 請 求 項 １ な い し １ ２ の う ち １ 項 に よ
る 方 法 に 適 用 さ れ 、 前 記 回 路 （ ２ ） の 前 記 部 分 （ ５ ａ ） を 形 成 す る 接 続 部 （ １ ０ ） を 備 え
、 前 記 接 続 部 は 、 前 記 電 磁 波 吸 収 （ Ａ ） の 測 定 を 血 液 に 行 う た め の チ ュ ー ブ （ １ ５ ） と 、
前 記 血 圧 （ Ｐ ） の 測 定 を 血 液 に 行 う た め の チ ャ ン バ （ １ ６ ） と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る
、 回 路 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 チ ャ ン バ （ １ ６ ） は 変 形 可 能 な 膜 （ ２ ４ ） で 被 覆 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 １ ３ に よ る 回 路 。
【 請 求 項 １ ５ 】
動 脈 分 岐 （ ５ ） お よ び 静 脈 分 岐 （ ６ ） を 備 え 、 前 記 接 続 部 （ １ ０ ） は 前 記 動 脈 分 岐 （ ５ ）
に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ ま た は １ ４ に よ る 回 路 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 チ ュ ー ブ （ １ ５ ） お よ び 前 記 チ ャ ン バ （ １ ６ ） は 互 い に 直 接 係 合 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ に よ る 回 路 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 チ ュ ー ブ （ １ ５ ） お よ び 前 記 チ ャ ン バ （ １ ６ ） は 双 方 と も 剛 性 の 材 料 か ら 成 る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ に よ る 回 路 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 チ ュ ー ブ （ １ ５ ） は 、 前 記 吸 収 の 測 定 を 行 う 第 １ の 測 定 断 面 を 規 定 す る 部 分 （ ２ ０ ）
を 有 し 、 前 記 チ ャ ン バ （ １ ６ ） は 、 圧 力 検 出 を 得 る 第 ２ の 測 定 断 面 を 有 し 、 前 記 測 定 断 面
間 の 距 離 は ５ ０ ｍ ｍ 未 満 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ に よ る 回 路 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 部 分 （ ２ ０ ） は １ ０ ｍ ｍ 未 満 の 内 径 Ｄ ｉ を 示 す こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ に よ る
回 路 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
透 析 機 械 （ １ ） の 回 路 （ ２ ） に お い て ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 を 測 定 す る た め の 装 置 で あ っ て 、
前 記 回 路 （ ２ ） の 部 分 （ ５ ａ ） を 形 成 す る 接 続 部 （ １ ０ ） を 備 え 、 前 記 接 続 部 （ １ ０ ） は
チ ュ ー ブ （ １ ５ ） を 備 え 、 こ れ に 沿 っ て 電 磁 波 ビ ー ム に よ っ て 測 定 を 行 っ て 血 液 の 吸 収 （
Ａ ） を 求 め 、 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 （ Ｈ Ｇ Ｂ ） は 前 記 吸 収 （ Ａ ） と 相 関 し 、 前 記 装 置 は 、 ２ つ
の 物 理 量 す な わ ち 血 圧 （ Ｐ ） お よ び 血 液 温 度 （ Ｔ ） の う ち １ つ を 測 定 す る た め の 少 な く と
も １ つ の 更 に 別 の セ ン サ （ １ ２ 、 １ ３ ） を 備 え 、 前 記 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 （ Ｈ Ｇ Ｂ ） は 前 記
吸 収 （ Ａ ） お よ び 前 記 物 理 量 の 関 数 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 圧 力 セ ン サ （ １ ２ ） は 、 前 記 部 分 （ ５ ａ ） に お い て 電 気 装 置 （ ２ ５ ） に よ っ て 血 圧 （
Ｐ ） の 変 動 を 測 定 す る た め の 変 形 可 能 な 膜 （ ２ ４ ） が 装 着 さ れ た チ ャ ン バ （ １ ６ ） を 備 え
、 前 記 血 液 の ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 （ Ｈ Ｇ Ｂ ） は 前 記 血 液 の 吸 収 （ Ａ ） お よ び 前 記 血 圧 （ Ｐ ）
の 関 数 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ０ に よ る 回 路 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 接 続 部 （ １ ０ ） に 配 置 さ れ た 温 度 セ ン サ （ １ ３ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
２ ０ お よ び ２ １ に よ る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 接 続 部 （ １ ０ ） は 、 特 定 の 血 流 量 （ Ｑ ｂ ） を 与 え る 蠕 動 ポ ン プ （ ８ ） の 下 流 に 位 置 し
、 前 記 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 （ Ｈ Ｇ Ｂ ） は 、 前 記 血 流 量 （ Ｑ ｂ ） の 関 数 と し て 計 算 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ０ な い し ２ ２ の う ち １ 項 に よ る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
前 記 チ ュ ー ブ （ １ ５ ） お よ び 前 記 チ ャ ン バ （ １ ６ ） は 透 明 な 剛 性 の 材 料 か ら 成 る こ と を 特
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徴 と す る 、 請 求 項 ２ １ に よ る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
前 記 チ ュ ー ブ （ １ ５ ） 上 に 配 置 さ れ た セ ン サ （ １ １ ） を 備 え 、 前 記 セ ン サ （ １ １ ） は 、 特
定 の 送 信 強 度 （ Ｉ ０ ） で 電 磁 波 ビ ー ム を 送 信 す る 送 信 器 （ ２ ６ ） と 、 受 信 強 度 （ Ｉ Ｒ ） を
検 出 可 能 な 検 出 器 （ ２ ７ ） と を 備 え 、 前 記 吸 収 （ Ａ ） は 、 前 記 送 信 強 度 （ Ｉ ０ ） と 前 記 受
信 強 度 （ Ｉ Ｒ ） と の 差 に 等 し い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ １ に よ る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
前 記 セ ン サ （ １ １ 、 １ ２ 、 １ ３ ） お よ び 前 記 蠕 動 ポ ン プ （ ８ ） に 接 続 さ れ た 計 算 ユ ニ ッ ト
（ １ ４ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ５ に よ る 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
（ 説 明 ）
本 発 明 は 、 透 析 機 械 の 回 路 に お い て 血 液 中 の ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 を 測 定 す る た め の 方 法 に 関
す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
一 般 に 、 既 知 の タ イ プ の 透 析 機 械 は 、 使 用 の 際 に 患 者 の 循 環 系 に 接 続 さ れ る 血 液 循 環 用 の
第 １ の 回 路 と 、 透 析 物 の 循 環 用 の 第 ２ の 回 路 と 、 第 １ の 回 路 が 血 液 を 通 過 さ せ 第 ２ の 回 路
が 透 析 物 を 通 過 さ せ る フ ィ ル タ と を 備 え て い る 。 フ ィ ル タ は 半 透 膜 を 備 え て お り 、 こ れ は
、 使 用 の 際 に 血 液 か ら 透 析 物 を 分 け て 、 透 析 物 と 血 液 と の 間 の イ オ ン の 交 換 を 可 能 と し 、
更 に 、 膜 を 介 し て 血 漿 の 一 部 を 移 動 さ せ る こ と を 可 能 と す る 。 第 １ の 回 路 は 、 フ ィ ル タ の
上 流 に 位 置 す る 動 脈 分 岐 と 、 フ ィ ル タ の 下 流 に 位 置 す る 静 脈 分 岐 と を 備 え て お り 、 一 方 、
こ の 機 械 は 、 動 脈 分 岐 に 位 置 す る 蠕 動 ポ ン プ を 備 え て お り 、 患 者 か ら 抽 出 し た 血 液 を フ ィ
ル タ へ と 運 ぶ 。 第 １ お よ び 第 ２ の 回 路 は 、 Ｐ Ｖ Ｃ 等 の 透 明 な 可 撓 性 材 料 か ら 成 り 、 回 路 の
無 菌 状 態 を 確 保 す る 。 回 路 の 可 撓 性 に よ っ て 、 そ れ ら の パ ッ ケ ー ジ ン グ が 容 易 と な り 、 回
路 の 一 部 を 単 に く び れ さ せ る こ と に よ っ て 流 れ を 阻 止 す る こ と が で き 、 一 方 で 、 透 明 さ に
よ っ て 、 使 用 中 に 回 路 内 に 運 ば れ て い る 液 体 を 視 覚 的 に 検 査 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
割 込 み 式 の 高 精 度 な 測 定 に よ っ て 、 透 析 治 療 中 の 赤 血 球 の ヘ モ グ ロ ビ ン の 濃 度 を 求 め る 既
知 の 方 法 が あ り 、 こ れ は 、 実 験 室 で の 血 液 サ ン プ ル の 調 査 を 必 要 と す る 。 他 に 、 機 械 内 で
ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 の 非 割 込 み 式 測 定 を 行 う こ と が で き る 透 析 機 械 も あ る 。 機 械 内 で 行 わ れ
る 非 割 込 み 式 測 定 は 、 実 験 室 で の 測 定 に 比 べ て 著 し く 精 度 が 劣 る が 、 透 析 機 械 の 動 作 パ ラ
メ ー タ を 即 座 に 補 正 可 能 な 方 法 で リ ア ル タ イ ム で 行 わ れ る と い う 利 点 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
伊 国 特 許 第 １ ， ２ ４ ０ ， ４ ８ ９ 号 は 、 第 １ の 回 路 の 動 脈 分 岐 内 を 流 れ る 血 液 の 電 磁 波 の 吸
収 を 測 定 す る こ と に よ っ て 、 機 械 内 で 非 割 込 み 式 に ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 を 測 定 す る 方 法 を 開
示 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ヘ モ グ ロ ビ ン は 、 赤 血 球 に 含 ま れ る た ん ぱ く 質 で あ り 、 そ の 濃 度 は 、 赤 血 球 の 色 素 を 変 化
さ せ る 。 従 っ て 、 血 液 中 の ヘ モ グ ロ ビ ン の 濃 度 は 、 血 液 に 含 ま れ る 赤 血 球 の 量 に 依 存 し 、
赤 血 球 に 含 ま れ る ヘ モ グ ロ ビ ン の 量 に 依 存 す る 。 血 液 に よ る 電 磁 波 の 吸 収 を 測 定 す る た め
に 、 送 信 器 を 用 い て 、 送 信 信 号 と 相 関 し た 送 信 強 度 を 有 す る 電 磁 波 ビ ー ム を 発 し 、 こ の 電
磁 波 ビ ー ム を 回 路 の 一 部 に 当 た る よ う に し 、 受 信 強 度 と 相 関 し た 信 号 を 発 す る 受 信 器 に よ
っ て 電 磁 波 を 検 出 す る 。 送 信 強 度 と 受 信 強 度 と の 差 が 吸 収 に 相 当 し 、 こ れ は 、 特 定 の 関 数
に よ っ て ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 に 関 連 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
記 載 さ れ た 方 法 は 、 正 確 な 測 定 値 を 与 え る と さ れ て い る が 、 本 出 願 人 が 行 っ た 実 験 室 に お
け る テ ス ト で は 、 透 析 機 械 の 動 作 で は 場 合 に よ っ て は 、 同 じ タ イ プ の 血 液 に 対 し て 、 上 述
し た 方 法 に 従 っ て 行 わ れ た 測 定 に よ り 与 え ら れ る ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 の 値 は 、 実 験 室 で 測 定
さ れ た 濃 度 値 か ら ず れ て い る こ と が 実 証 さ れ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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本 発 明 の 目 的 は 、 実 験 室 で の 測 定 の 精 度 レ ベ ル に で き る だ け 近 い 精 度 レ ベ ル で 、 非 割 込 み
式 で 、 透 析 機 械 の 回 路 に お い て 血 液 中 の ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 を 測 定 す る た め の 方 法 を 提 供 す
る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 透 析 機 械 の 回 路 に お い て 血 液 中 の ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 を 測 定 す る た め の 方
法 が 提 供 さ れ 、 こ の 方 法 は 、 前 記 回 路 の １ つ の 部 分 に 沿 っ た 血 液 に よ る 電 磁 波 の 吸 収 の 値
を 測 定 す る こ と を 備 え 、 前 記 吸 収 の 値 は 前 記 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 の 値 と 相 関 し 、 こ の 方 法 は
、 前 記 部 分 に 沿 っ た 血 圧 、 血 液 温 度 、 お よ び 血 流 量 を 含 む 群 か ら の 、 少 な く と も １ つ の 血
液 の 物 理 量 の 値 を 測 定 し 、 血 液 中 の ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 の 値 は 、 吸 収 お よ び 前 記 物 理 量 の 値
の 関 数 と し て 計 算 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 方 法 の 適 用 の た め の 回 路 に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ な い し １ ２ の う ち 少 な く と も １ 項 に よ る 方 法 に 適 用 す る た め 、
透 析 機 械 の た め の 血 液 循 環 回 路 が 提 供 さ れ る 。 こ れ は 、 回 路 の 前 記 部 分 を 形 成 す る 接 続 部
を 備 え 、 前 記 接 続 部 は 、 電 磁 波 吸 収 の 測 定 を 血 液 に 行 う た め の チ ュ ー ブ と 、 血 圧 の 測 定 を
血 液 に 行 う た め の チ ャ ン バ と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 透 析 機 械 の 回 路 に お い て 血 液 の 特 徴 を 測 定 す る た め の 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 透 析 機 械 の 回 路 に お い て ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 を 測 定 す る た め の 装 置 が 提 供
さ れ る 。 こ の 装 置 は 、 前 記 回 路 の 部 分 を 形 成 す る 接 続 部 を 備 え 、 前 記 接 続 部 は チ ュ ー ブ を
備 え 、 こ れ に 沿 っ て 電 磁 波 ビ ー ム に よ っ て 測 定 を 行 っ て 血 液 の 吸 収 を 求 め 、 ヘ モ グ ロ ビ ン
濃 度 は 前 記 吸 収 と 相 関 し 、 こ の 装 置 は 、 ２ つ の 物 理 量 す な わ ち 血 圧 お よ び 血 液 温 度 の う ち
１ つ を 測 定 す る た め の 少 な く と も １ つ の 更 に 別 の セ ン サ を 備 え 、 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 は 吸 収
お よ び 前 記 物 理 量 の 関 数 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ れ よ り 、 本 発 明 に つ い て 、 限 定 的 な 意 図 は な く 実 施 形 態 の 一 例 を 示 す 添 付 図 面 を 参 照 し
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ５ を 参 照 す る と 、 番 号 １ は 、 腎 不 全 の 見 ら れ る 患 者 に お い て 透 析 治 療 を 行 う た め の 透 析
機 械 の 全 体 を 示 す 。 機 械 １ は 、 血 液 回 路 ２ 、 透 析 回 路 ３ 、 お よ び フ ィ ル タ ４ を 備 え て い る
。 使 用 の 際 、 回 路 ２ は 、 患 者 の 循 環 系 に 接 続 し て 、 患 者 か ら 取 得 し た 血 液 を 動 脈 分 岐 ５ に
沿 っ て フ ィ ル タ ４ に 供 給 し 、 こ の 血 液 を 静 脈 分 岐 ６ に 沿 っ て 患 者 に 戻 す 。 フ ィ ル タ ４ は 半
透 膜 ７ を 備 え て お り 、 こ れ は 、 透 析 物 か ら 血 液 を 分 け て 、 血 液 と 透 析 物 と の 間 の イ オ ン の
交 換 を 可 能 と し 、 更 に 、 血 液 回 路 ２ か ら 血 漿 の 一 部 を 抽 出 す る こ と を 可 能 と す る 。 機 械 １
は 蠕 動 ポ ン プ ８ を 備 え て お り 、 こ れ は 、 動 脈 分 岐 ５ 上 に 位 置 し 、 使 用 の 際 に 患 者 か ら 血 液
を 抽 出 し て 、 こ の 血 液 を 、 フ ィ ル タ ４ お よ び 、 非 割 込 み 式 で 動 脈 分 岐 ５ に 沿 っ た 血 液 中 の
ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 （ Ｈ Ｇ Ｂ ） を 測 定 す る た め の 測 定 装 置 ９ に 運 ぶ 。
【 ０ ０ １ ５ 】
測 定 装 置 ９ は 、 蠕 動 ポ ン プ ８ と フ ィ ル タ ４ と の 間 に 位 置 す る 接 続 部 １ ０ 、 光 学 式 の セ ン サ
１ １ 、 圧 力 セ ン サ １ ２ 、 温 度 セ ン サ １ ３ 、 な ら び に 、 セ ン サ １ １ 、 １ ２ お よ び １ ３ に 接 続
さ れ た 計 算 部 １ ４ を 備 え て い る 。 図 １ を 参 照 す る と 、 接 続 部 １ ０ は 、 動 脈 分 岐 ５ の 部 分 ５
ａ を 形 成 し 、 動 脈 分 岐 ５ の ２ つ の 可 撓 性 部 分 ５ ｂ お よ び ５ ｃ 間 に 介 在 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ６ お よ び ７ を 参 照 す る と 、 接 続 部 １ ０ は 、 チ ュ ー ブ １ ５ お よ び こ の チ ュ ー ブ １ ５ に 固 定
的 に 接 続 さ れ た チ ャ ン バ １ ６ を 備 え て い る 。 チ ュ ー ブ １ ５ は 、 チ ャ ン バ １ ６ と 一 体 で あ り
、 双 方 と も 透 明 な 剛 性 プ ラ ス チ ッ ク か ら 成 る 。 チ ャ ン バ お よ び ／ ま た は チ ュ ー ブ は 、 接 続
部 １ ０ の 表 面 か ら 突 出 し た 小 さ い フ ィ ン （ 図 示 せ ず ） の 形 態 の 放 射 状 要 素 を 支 持 し 、 こ れ
は 、 コ ネ ク タ を 容 易 に 扱 え る よ う に 位 置 決 め 装 置 と し て 機 能 し て 、 コ ネ ク タ を 機 械 上 に 容
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易 に 取 り 付 け て 固 定 で き る よ う に す る 。 チ ュ ー ブ １ ５ は 、 部 分 ５ ｂ に 接 続 す る た め の 開 口
部 １ ７ 、 部 分 ５ ｃ に 接 続 す る た め の 開 口 部 １ ８ 、 チ ャ ン バ １ ６ に 隣 接 し た 部 分 １ ９ お よ び
、 内 径 Ｄ ｉ を 有 し 開 口 部 １ ７ と 部 分 １ ９ と の 間 に 位 置 す る 部 分 ２ ０ を 備 え て い る 。 チ ャ ン
バ １ ６ は 、 容 器 ２ １ 、 中 央 の 孔 ２ ３ を 備 え た カ バ ー ２ ２ 、 お よ び 、 容 器 １ ９ と カ バ ー ２ ２
と の 間 で 把 持 さ れ 血 圧 の 関 数 と し て 変 形 す る 弾 性 膜 ２ ４ を 備 え て い る 。 換 言 す れ ば 、 圧 力
セ ン サ １ ２ は 、 チ ャ ン バ １ ６ お よ び 、 制 御 ユ ニ ッ ト １ ４ が 取 得 す る 電 気 信 号 の 形 態 で 膜 ２
４ の 変 形 の 程 度 を 測 定 す る た め の 電 気 装 置 ２ ５ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
セ ン サ １ １ は 、 可 視 す な わ ち 「 Ｎ Ｉ Ｒ 」 ス ペ ク ト ル の 電 磁 波 の ビ ー ム を 発 し 、 こ の 電 磁 波
ビ ー ム を チ ュ ー ブ １ ４ の 部 分 １ ８ に 沿 っ て 導 く 送 信 器 ２ ６ 、 お よ び 、 チ ュ ー ブ １ ４ の 対 向
側 で 電 磁 波 ビ ー ム を 受 信 す る 検 出 器 ２ ７ を 備 え て い る 。 セ ン サ １ １ の 詳 細 は 、 伊 国 特 許 第
１ ， ２ ４ ０ ， ４ ８ ９ 号 を 参 照 さ れ た い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
温 度 （ Ｔ ） セ ン サ １ ３ は 、 可 視 ま た は Ｎ Ｉ Ｒ ス ペ ク ト ル 外 で あ る 電 磁 波 の セ ン サ で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
使 用 の 際 、 蠕 動 ポ ン プ ８ は 、 図 １ に お い て 矢 印 で 示 す よ う に 、 回 路 ２ に 沿 っ て 、 接 続 部 １
０ を 介 し て 、 血 流 Ｑ ｂ を 供 給 す る 。 蠕 動 ポ ン プ ８ は 、 血 流 Ｑ ｂ の 値 を 連 続 的 に 制 御 装 置 １
３ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
セ ン サ １ ２ は 、 圧 力 値 Ｐ と 相 関 し た 電 気 信 号 を 連 続 的 に 計 算 ユ ニ ッ ト １ ４ に 送 信 し 、 一 方
、 セ ン サ １ ３ は 、 温 度 Ｔ の 値 と 相 関 し た 電 気 信 号 を 計 算 ユ ニ ッ ト １ ４ に 供 給 す る 。 チ ュ ー
ブ １ ５ の 部 分 ２ ０ に 沿 っ た 血 流 は 、 部 分 ２ ０ の 内 径 Ｄ ｉ と 相 関 し た 光 学 路 を 形 成 し 、 一 方
、 検 出 器 ２ ７ は 、 部 分 ２ ０ の 対 向 側 で 電 磁 波 ビ ー ム を 受 信 す る 。 送 信 さ れ た ビ ー ム は 、 送
信 強 度 Ｉ ０ の 信 号 と 相 関 し 、 受 信 ビ ー ム は 、 受 信 強 度 Ｉ Ｒ の 信 号 を 発 生 す る 。 計 算 ユ ニ ッ
ト １ ４ は 、 一 定 の 間 隔 の 時 間 系 列 で 、 一 定 の 送 信 強 度 Ｉ ０ に 対 す る 受 信 強 度 Ｉ Ｒ の 値 を 受
信 す る 。 実 際 に は 、 吸 収 Ａ は 、 送 信 強 度 Ｉ ０ か ら 受 信 強 度 Ｉ Ｒ を 引 い た も の に 等 し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 Ｈ Ｇ Ｂ の 測 定 は 、 本 出 願 人 に よ っ て 行 わ れ た 研 究 に 基 づ い て い る 。 本 出
願 人 は 、 実 験 的 な テ ス ト に よ っ て 、 図 １ の グ ラ フ に 示 す よ う に 、 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 Ｈ Ｇ Ｂ
を 吸 収 Ａ に 、 す な わ ち 一 定 の 送 信 強 度 信 号 Ｉ ０ に 対 す る 受 信 強 度 信 号 Ｉ Ｒ に 相 関 さ せ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 出 願 人 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 血 圧 Ｐ の 関 数 と し て 、 図 ４ に 示 す よ う に 血 流 Ｑ ｂ の 関 数 と
し て 、 図 ２ に 示 す よ う に 温 度 Ｔ の 関 数 と し て 、 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 Ｈ Ｇ Ｂ の 測 定 の 誤 差 を 求
め た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 出 願 人 の 研 究 に よ っ て 、 血 流 Ｑ ｂ 、 血 圧 Ｐ 、 お よ び 温 度 Ｔ に よ っ て 、 血 液 の 電 磁 放 射 の
吸 収 （ Ａ ） の 能 力 す な わ ち 吸 収 Ａ が 変 化 し 、 こ の た め 機 械 に お い て 見 出 さ れ る ヘ モ グ ロ ビ
ン 濃 度 Ｈ Ｇ Ｂ の 値 と 実 験 室 で の テ ス ト で 見 出 さ れ る 値 と の 間 に 差 が あ る こ と が 実 証 さ れ た
。 換 言 す れ ば 、 機 械 １ の 動 作 中 に 血 液 に 作 用 す る 物 理 量 に よ っ て 、 赤 血 球 の 構 造 的 な 変 化
が 生 じ 、 こ れ は 小 さ い も の で あ る が 、 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 Ｈ Ｇ Ｂ の 測 定 値 を 変 化 さ せ る に は
充 分 で あ る 。 実 際 は 、 圧 力 Ｐ が 増 大 す る と 赤 血 球 は 偏 平 に な り 、 一 方 、 血 流 Ｑ ｂ は 赤 血 球
の あ る 配 向 を 生 じ さ せ 、 温 度 Ｔ は 赤 血 球 の 寸 法 を 変 化 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 出 願 人 が 行 っ た 研 究 に 基 づ い て 、 測 定 装 置 ９ に よ っ て 測 定 を 行 い 、 そ の 精 度 は 、 赤 血 球
の 構 造 を 変 化 さ せ る 物 理 量 に つ い て の 許 容 誤 差 の 増 大 と 共 に 高 く な る こ と が わ か っ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
内 径 Ｄ ｉ の 値 は 、 計 算 ユ ニ ッ ト １ ４ に お い て 設 定 さ れ る 。 計 算 ユ ニ ッ ト １ ４ は 、 血 流 Ｑ ｂ

の 値 を 受 け 取 っ て 、 電 磁 波 の 吸 収 Ａ の 値 、 セ ン サ １ ２ が 測 定 し た 圧 力 値 Ｐ 、 ポ ン プ ８ の 血
流 Ｑ ｂ 、 お よ び セ ン サ １ ３ が 測 定 し た 値 Ｔ の 関 数 と し て 、 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 Ｈ Ｇ Ｂ を 計 算
す る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
実 際 に は 、 行 っ た 研 究 に 基 づ い て 、 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 を 上 述 の 量 に 関 連 付 け る 以 下 の 関 数
を 計 算 し た 。
【 数 １ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 こ の 関 数 は 、 簡 略 化 す る こ と が で き る 。 な ぜ な ら 、 圧 力 Ｐ 、 血 流 Ｑ ｂ 、 お よ び 温 度
Ｔ か ら 成 る 測 定 物 理 量 の １ つ ま た は ２ つ に 対 す る 依 存 性 を 除 去 す る と 、 与 え ら れ る ヘ モ グ
ロ ビ ン 濃 度 Ｈ Ｇ Ｂ の 測 定 値 は 、 こ れ ら 測 定 物 理 量 の ３ つ 全 て を 関 数 に よ っ て 考 慮 す る 測 定
よ り も 精 度 が 低 く な る が 、 吸 収 Ａ に の み 基 づ い た 測 定 値 よ り も 精 度 は 高 く 、 実 験 室 で の 測
定 値 に 近 い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
接 続 部 １ ０ の 構 造 的 お よ び 機 能 的 な 作 用 は 、 圧 力 の 関 数 と し て Ｈ Ｇ Ｂ 測 定 を 適 切 に 補 償 す
る た め に 重 要 で あ る 。 実 際 、 チ ュ ー ブ １ ５ に お け る 圧 力 の 振 幅 、 期 間 、 お よ び 可 変 成 分 （
圧 力 は 血 液 ポ ン プ ８ に よ っ て 常 に 変 化 す る ） は 、 Ｈ Ｇ Ｂ 測 定 に 影 響 を 及 ぼ す 。 チ ュ ー ブ １
５ お よ び チ ャ ン バ １ ６ は 互 い に 直 接 係 合 し て お り 、 双 方 と も 剛 性 材 料 か ら 成 る の で 、 チ ャ
ン バ １ ６ に お け る 圧 力 検 出 は 、 極 め て 精 密 で あ り 、 チ ュ ー ブ １ ５ の 圧 力 お よ び 圧 力 変 動 に
厳 密 に 関 連 し て い る 。 更 に 、 チ ュ ー ブ １ ５ と チ ャ ン バ １ ６ と の 間 が 接 近 し て お り 接 続 部 １
０ が 剛 性 で あ る な ら ば 、 光 学 検 出 が 行 わ れ る 部 分 と 圧 力 検 出 が 得 ら れ る 部 分 と の 間 の 血 液
導 管 を 変 形 さ せ る こ と は 実 質 的 に は 不 可 能 で あ る 。 光 学 検 出 が 行 わ れ る チ ュ ー ブ １ ５ の 部
分 ２ ０ の 断 面 と 、 圧 力 検 出 が 得 ら れ る チ ャ ン バ １ ６ の 断 面 と の 間 の 軸 方 向 の 距 離 は 、 ５ ０
ｍ ｍ 未 満 で な け れ ば な ら な い 。 図 ６ お よ び ７ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 か か る 距 離 は ２ ５ ｍ ｍ
に 等 し い 。 チ ュ ー ブ １ ５ の 部 分 ２ ０ は 、 １ ０ ｍ ｍ 未 満 の 内 径 Ｄ ｉ と す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ８ お よ び ９ を 参 照 す る と 、 グ ラ フ は 、 時 間 ｔ の 関 数 と し て の 検 出 器 ２ ７ が 受 信 し た 強 度
Ｉ Ｒ の 曲 線 お よ び 、 時 間 ｔ の 関 数 と し て の 受 信 強 度 Ｉ Ｒ の 曲 線 の 分 散 Ｖ Ａ Ｒ の 値 の 曲 線 を
示 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ８ を 参 照 す る と 、 Ｉ Ｒ の 値 の 曲 線 は 、 第 １ の 部 分 ２ ８ を 含 み 、 こ れ は 、 蠕 動 ポ ン プ ８ が
与 え る 血 流 Ｑ ｂ に よ っ て 生 じ た Ｉ Ｒ の 値 の 周 期 的 な 変 動 に よ っ て 特 徴 付 け ら れ 、 透 析 機 械
１ の 正 常 動 作 段 階 に 相 当 す る 。 こ の 曲 線 は 更 に 部 分 ２ ９ を 含 み 、 こ れ は 、 セ ン サ １ １ の 上
流 で 回 路 の 閉 塞 が 生 じ た 段 階 に 相 当 す る 。 部 分 ２ ８ の Ｉ Ｒ の 値 と 部 分 ２ ９ の も の と の 相 違
は 、 グ ラ フ の 観 点 で は 顕 著 で あ る が 、 信 号 と い う 観 点 で は 、 部 分 ２ ９ か ら 部 分 ２ ８ を 明 ら
か に 区 別 す る 閾 値 を 確 定 す る こ と は 難 し い 。 逆 に 、 分 散 Ｖ Ａ Ｒ は 、 部 分 ２ ８ か ら ２ ９ へ の
変 更 点 で 、 す な わ ち 回 路 ２ の 閉 塞 が 生 じ た 時 点 で 、 無 限 へ と 向 か う ピ ー ク を 示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ９ を 参 照 す る と 、 受 信 強 度 Ｉ Ｒ の 曲 線 は 、 機 械 １ の 正 常 動 作 段 階 に 相 当 す る 第 １ の 部 分
３ ０ お よ び 部 分 ３ １ を 含 み 、 部 分 ３ １ は 、 セ ン サ １ １ の 下 流 で 回 路 の 閉 塞 が 生 じ た 段 階 に
相 当 す る が 、 こ れ が 受 信 強 度 Ｉ Ｒ の 著 し い 変 動 を 引 き 起 こ す こ と は な い 。 逆 に 、 下 流 で の
閉 塞 に よ っ て 、 時 間 ｔ の 関 数 と し て の 分 散 Ｖ Ａ Ｒ に 著 し い 変 動 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
計 算 ユ ニ ッ ト １ ４ は 、 分 散 Ｖ Ａ Ｒ の 各 値 と 、 機 械 １ の 正 常 動 作 に 対 応 す る 分 散 Ｖ Ａ Ｒ の 値
の 平 均 値 の 範 囲 内 の 許 容 可 能 性 、 す な わ ち 回 路 ２ の 閉 塞 が な い 範 囲 を 常 に 比 較 す る 。 分 散
Ｖ Ａ Ｒ の 値 が 許 容 可 能 性 の 範 囲 か ら 著 し く 外 れ る と 、 計 算 ユ ニ ッ ト １ ４ は 誤 差 信 号 Ｅ を 送
信 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
結 果 と し て 、 吸 収 Ａ の 測 定 は 、 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 Ｈ Ｇ Ｂ を 測 定 す る た め だ け で な く 、 動 脈
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分 岐 ５ の 上 流 ま た は 下 流 に お い て 閉 塞 が 起 こ っ て い る か 否 か を 発 見 す る た め に も 用 い ら れ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
受 信 強 度 の 関 数 と し て ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 を 示 す 実 験 に よ る グ ラ フ で あ る 。
【 図 ２ 】
血 液 温 度 の 関 数 と し て ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 の 測 定 の 誤 差 を 示 す 実 験 に よ る グ ラ フ で あ る 。
【 図 ３ 】
血 圧 の 関 数 と し て ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 の 測 定 の 誤 差 を 示 す 実 験 に よ る グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】
血 流 の 関 数 と し て ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 の 測 定 の 誤 差 を 示 す 実 験 に よ る グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】
本 発 明 に よ る 方 法 を 実 施 す る た め の 透 析 機 械 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】
本 発 明 を 実 施 す る た め の 装 置 の 要 素 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】
図 ６ の 要 素 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】
図 ５ の 機 械 の 第 １ の 動 作 条 件 に お け る 時 間 の 関 数 と し て の 受 信 強 度 の グ ラ フ で あ る 。
【 図 ９ 】
図 ５ の 機 械 の 第 ２ の 動 作 条 件 に お け る 時 間 の 関 数 と し て の 受 信 強 度 の グ ラ フ で あ る 。
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(9) JP 2004-519287 A 2004.7.2



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(10) JP 2004-519287 A 2004.7.2



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(11) JP 2004-519287 A 2004.7.2



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(12) JP 2004-519287 A 2004.7.2



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(13) JP 2004-519287 A 2004.7.2



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(14) JP 2004-519287 A 2004.7.2



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(15) JP 2004-519287 A 2004.7.2



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(16) JP 2004-519287 A 2004.7.2



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(17) JP 2004-519287 A 2004.7.2



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(18) JP 2004-519287 A 2004.7.2



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(19) JP 2004-519287 A 2004.7.2



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(20) JP 2004-519287 A 2004.7.2



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(21) JP 2004-519287 A 2004.7.2



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(22) JP 2004-519287 A 2004.7.2



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(23) JP 2004-519287 A 2004.7.2



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(24) JP 2004-519287 A 2004.7.2



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(25) JP 2004-519287 A 2004.7.2



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(26) JP 2004-519287 A 2004.7.2



【 国 際 調 査 報 告 】
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摘要(译)

一种用于测量透析机的电路中的血液中的血红蛋白浓度的方法，包括将
电磁波引导到电路的一个部分，测量通过该部分传输的电磁波的值，以
及确定血液吸收电磁波的值。沿着传输电磁波测量值的部分。吸收值与
血红蛋白浓度值相关。该方法还包括测量至少一个血液物理量的值，其
中至少一个物理量选自血压和血液温度，并计算血红蛋白浓度值作为吸
收值的函数和至少一个物理量。
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